
 

 

１．科目名（単位数） 心理学的支援法（心理療法）／心理療法概説 （2単位） 

３．科目番号 
SPMP3353 

EDPS3308 
２．授業担当教員 原 千恵子 

４．授業形態 講義、演習、討議 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

 様々な心理療法の中から、クライエント中心療法、精神分析療法、行動療法、家族療法、芸術療法等の

代表的な心理療法を取り上げ、その理論の成り立ちの歴史から概要と意義を学び、それぞれの技法を体験
的に学習する。また、それぞれのアプローチにおける適応と限界についての理解を深めることで、クライ
エント自身や問題に適した心理療法を学ぶ。プライバシーへの配慮を含めた心理療法における倫理を学ぶ。 

８．学習目標 

１．心理療法の諸理論・諸技法について、その背景となる考え方を理解し、それぞれの治療・援助の方法

を具体的に知ることで、その考え方や方法を日常生活に応用できるようになる。 

２．対人援助の場で、利用者の抱える問題に応じた心理的側面の援助方法を選ぶことができるようになる。 

３．訪問による支援や、地域支援の意義について理解している。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

１．課題レポート（期末試験）を作成する 

10．教科書・参考書・

教材 
【教科書】矢澤美香子（編） 『基礎から学ぶ心理療法』 ナカニシヤ出版、2018 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１．毎回の授業に対して、学生自身の書いたものを通して、基本的事項の理解度を評価する。 

２．授業への参加度として、教員からの質問への応答の頻度と根拠を持った発言かどうかを評価する。 

３．課題レポート（または、期末試験）の文章が論理的であるかどうか、および基本的事項が盛り込まれ

ているかどうかを評価する。 

○評定の方法 

授業内の課題シート・学習ノート、授業態度・参加姿勢、課題レポート等を総合して評価する。 

１．授業内の課題シート・学習ノート 総合点の３０％ 

２．授業態度・参加姿勢       総合点の１０％ 

３．課題レポート(期末試験)     総合点の６０％ 

12．受講生への 

メッセージ 

心理療法の理論は、その成り立ちや目的によって対象とするところが異なる一方で、共通する部分もあ

ります。本講義では、心理療法の代表的な基礎理論を取り上げ、その定義、歴史、病理論、アセスメント

論、治療論などについて学びます。さまざまな心理援助の考え方や方法を理解し、人の心の悩みへとアプ

ローチする手がかりを得られることが目的です。 

 そのため、表面的ではなく、身になる知識になるよう積極的に講義に参加してください。また、講義や

他の人の迷惑になる行為、身勝手なふるまいはしないようにしてください。場合によっては厳しく指導す

ることもあります。 

13．オフィスアワー 授業内で周知する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 オリエンテーション：心理療法とはなにか 

事前学習 教科書 pp.3～24を読んでおく。 

事後学習 
「心理療法」「カウンセリング」「精神療法」

などの用語の意味と違いについてまとめる。 

第２回 
クライエント中心療法と内的準拠枠を共感的に理解し

ようと努めること 

事前学習 教科書 pp.29～41を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.29～41をまとめる。 

第３回 精神分析的アプローチ（精神分析療法） 
事前学習 教科書 pp.42～53を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.42～53をまとめる。 

第４回 分析心理学、アドラー心理学 
事前学習 教科書 pp.54～78を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.54～78をまとめる。 

第５回 行動療法 
事前学習 教科書 pp.79～92を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.79～92をまとめる。 

第６回 認知療法 
事前学習 教科書 pp.93～104を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.93～104をまとめる。 

第７回 システミック・アプローチ（家族療法） 
事前学習 教科書 pp.208～218を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.208～218をまとめる。 

第８回 ナラティヴ・セラピー 
事前学習 教科書 pp.197～207を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.197～207をまとめる。 

第９回 グループアプローチ 
事前学習 教科書 pp.242～266を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.242～266をまとめる。 

第１０回 コミュニティ・アプローチ 
事前学習 配布資料を読んでおく。 

事後学習 配布資料をまとめる。 

第１１回 非言語的アプローチ（遊戯療法、芸術療法など） 
事前学習 教科書 pp.219～241を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.219～241をまとめる。 

第１２回 ブリーフセラピー（解決志向アプローチなど） 
事前学習 教科書 pp.186～196を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.186～196をまとめる。 



 

 

第１３回 日本発祥の心理療法：動作法を中心に 
事前学習 教科書 pp.163～174を読んでおく。 

事後学習 教科書 pp.163～174をまとめる。 

第１４回 心理療法のまとめ 
事前学習 配布資料を読んでおく。 

事後学習 配布資料をまとめる。 

第１５回 訪問による支援、地域支援、心理療法の倫理 
事前学習 配布資料を読んでおく。 

事後学習 配布資料をまとめる。 

 


